
平成２６年度　新潟市立図書館指標別評価シート

南区（白根図書館・月潟図書館）

区分 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 対前年度比

基本的サービス

資料購入費：決算数値（千円） 12,570 11,889 13,014 109.46%

蔵書冊数（冊） 183,202 173,308 165,212 95.33%

貸出冊数（点） 214,072 199,283 196,077 98.39%

登録者数（人） 10,191 10,723 7,819 72.92%

（内新規登録者数） 785 575 815 141.74%

区分 平成２４年度 平成２５年度 H２６目標値 理由 平成２６年度 評点

課題解決型図書館 自己評価

レファレンス件数（件） 430 323 330 ＰＲ努力 286 2

個人予約件数（件） 20,074 21,405 22,000 増加見込 22,716 4

ビジネス支援サービス相談受付件数（件） 　　　　― 　　　　― 　　　　―

ホームページアクセス件数（件） 　　　　― 　　　　― 　　　　―

分権型図書館 自己評価

郷土・行政資料の蔵書冊数（冊） 6,589 6,812 7,000 増加見込 6,996 2

郷土・行政資料の貸出冊数（冊） 1,189 1,229 1,300 増加見込 1,125 2

学・社・民融合型図書館 自己評価

児童書の貸出冊数（冊） 70,131 52,745 53,000 増加見込 50,210 2

小中学生への貸出冊数（冊） 28,019 19,377 19,400 努力して現状 17,550 2

子ども・親子対象事業の参加者数（人） 1,614 1,377 1,380 努力して現状 1,208 2

職場体験受入人数（人） 21 30 30 努力して現状 22 1

講師等としての派遣職員数（人） 122 105 95 養成の成果 95 3

パートナーシップ型図書館 自己評価

図書館事業のボランティア活動者数（人） 247 248 250 現状維持 239 2

ボランティア団体交流会参加者数（人） 16 20 20 現状維持 16 2

共催事業の実施回数（回） 14 14 14 現状維持 14 3

運営（職員） 自己評価

研修参加職員数（人） 34 40 40 現状維持 37 2

　白根では新規事業を重点的に取り組んだため、職
員の日程調整が難しく、研修への参加が減少となっ
た。
　月潟は職員体制の見直しにより調整が可能となっ
たため、増加した。

１　大変評価する。３３％

２　ある程度評価する。
                       ５６％
３　評価できない。１１％

・研修参加により、読書や読み聞かせの重要性を若年層
に伝えてほしい。
・月潟の職員体制の見直しを参考に白根も改善を図って
いただきたい。
・研修は大事、新たに吸収したことは実践意欲が違う。

外部評価

　２５年度・２６年度にはボランティア交流会と併せて
ステップアップ講座を実施したが、参加者は増えてい
ない。長年にわたり経験を積んできたボランティアも
多く、どのような形で交流会を継続するのが望ましい
のか、検討が必要だと考える。
　図書館まつりは共催とならなかったが、新たにテレ
ビ局との共催事業を実施した。また、友の会共催の
読書会は参加者も増えており、今後が期待できる。

１　大変評価する。２２％

２　ある程度評価する。
                       ７８％
３　評価できない。 ０％

・ブックトークの楽しさを知る場があることは良いこと。
・ボランティアはシルバー世代を取り込むことも一考。
・改善を加え、今後も交流会の継続を。
・図書館事業ボランティア活動者は多いので、この方たち
に呼びかければ活発化につながると思う。
・一生懸命に取り組んでも結果につながらないこともある
が、継続を。

外部評価

※施策・事業の評点は１：目標値を大きく下回った　２：目標値を少し下回った　３：目標どおり達成　４：目標値を上回って達成
※教育ビジョン：市教育委員会が策定した指針，　組織目標：新潟市が実施している組織ごとの行政評価

１　大変評価する。４４％
２　ある程度評価する。
                       ５６％
３　評価できない。 ０％

・展示の工夫次第で、まだ貸出は増えると思う。
・地域の図書館ならではの対応と評価する。
・郷土に対する愛着が増すことから定期的掲示をお願い
する。
・有益な資料を眠らせておかず、知ってもらえるように。

外部評価

　学校図書館支援センターのサポートもあり、学校図
書館が充実したことも減少の一因と考える。
　児童は保護者と一緒でないと来館できない場合が
多いので、保護者に向けてのＰＲを検討する必要が
ある。今後は親子で参加できる事業を増やし、子ども
の読書推進に繋げていきたい。
　講師派遣は学校独自でボランティア養成した結果、
派遣が減少した。
　子ども向け事業と資料展示で関心を呼ぶ工夫をし
た結果、月潟は増加した。

１　大変評価する。４４％

２　ある程度評価する。
                       ５６％
３　評価できない。 ０％

・子供は利用手段の課題があり、子供向け事業は有効と
考える。
・学校図書館も充実している中でこの数字は立派、継続
を。
・児童向け図書はよく分類されている。
・成果は何回かやってみてからでないと判断しづらい。
・少子化も影響していると思うが、親子で来館できたら素
敵なこと。
・月潟図書館の増加例から、子供達は「ワクワク、ドキド
キ」感があれば出向くことが多いと考える。

評価指標 評価（次年度への展開）

施
策
・
事
業

外部評価

　レファレンス件数の減少は、新潟市立図書館がオ
ンライン化し、利用者自身がOPAC（蔵書検索機）や
インターネットを利用して資料を簡単に探し出せるよ
うになっていることが一因と考える。また、予約件数
もそれに伴い増えている。新図書館システムがス
タートし、さらに便利に利用しやすくなったことをPRし
ていきたい。

１　大変評価する。２２％

２　ある程度評価する。
                       ７８％
３　評価できない。 ０％

・レファレンスや予約についてもっとPRして。
・必要な人に対する質の高い対応が必要、数だけでは評
価しづらい。
・レファレンスは親切丁寧に教えてもらえ、ありがたい。
・インターネット予約が便利と思う反面、図書館で本を探
すことが少なくなったと感じる。

外部評価

　（白根）幅広いレファレンスにも対応できるよう積極
的に収集を行っており、資料が有効活用されるよう工
夫したい。
（月潟）蔵書本の整理と書架の工夫で手に取りやす
く、見やすくなった。

評価指標 図書館運営全体

図
書
館
運
営

自己評価 外部評価

　消費税率の引き上げに伴い、資料購入費も増額となった。毎
週１回、月潟図書館と合同で選書会議を行い、できるだけ個性
的かつ効果的な選書を心がけている。
　新規登録者が増えたのは、学校図書館支援センターが南区・
秋葉区の小中学校を通じて貸出カード作成を呼びかけた影響が
大きいと思われるが、貸出冊数の増加に繋げることが出来な
かった。今後は小中学生に参加してもらえるような事業を再検討
し、利用拡大を図りたい。

１　大変評価する。 ３３％

２　ある程度評価する。
                        ６７％
３　評価できない。 　０％

・出前による貸出増を図る必要があるのでないか。
・話題性の本ばかりでなく真に必要な本を選書してほし
い。
・小中学生に参加してもらえる事業を望む。
・職員が直接、子どもにPRできる機会があるといい。
・合同の選書会議はいいこと、幅広い市民要望に応えて
ほしい。

シート№２ 


